































第 1 章 科学の論理と倫理 ( 河野哲也 )
第 2 章 研究倫理 ( 田島俊之 )
第 3 章 臨床医学の倫理とその成立 ( 田辺英 )
Ⅱ　先端科学技術の倫理
第 4 章 生命技術の倫理 ( 蔵田伸雄 )
第 5 章 脳神経倫理 ( 石原孝二 )
第 6 章 ナノテクノロジーと倫理 ( 藤本良伺 )
第 7 章 農業倫理 ( 深水護 )
第 8 章 情報倫理 ( 松王政浩 )
第 9 章 環境保全と倫理 ( 神崎宣次 )
　まず第Ⅰ部の内容から見ていきたい。第 1 章で
は，テクノロジーではなく「知識としての科学」
に関わる倫理的な問題がとりあげられ，その射程
が，誠実さや安全性の確保など研究の進め方に関
する倫理，知識を応用するにあたっての社会的責
任，そして科学知識の社会的構成の三つに整理さ
れている。
　第 2 章では研究の倫理に関わる諸問題が研究に
おける不正行為の具体例とともに紹介され，不正
が生じる要因とその対策が検討されている。第 3
章では古くからある専門職の倫理として臨床医学
の倫理が紹介され，科学技術倫理のモデルとして
の妥当性が検討されている。
　第Ⅱ部では六つの章のそれぞれで科学技術倫理
の各領域がとりあげられ，それぞれの中心的な問
題群が手際よく紹介されている。紙幅の関係から
個別の内容を紹介することはできないが，これら
を読むと科学技術倫理学という分野の幅の広さを
あらためて実感させられる。これら各領域の展開
に焦点をあてているところが本書の特徴であると
序章にあるが，この広大な分野の展望を得るため
には格好の書であるといえよう。
　先端科学技術の成果が驚異的なテンポで日常生
活に入り込んでいる昨今，科学技術倫理学が扱う
問題群の重要性は疑いえない。本書のあとがきに
は「この分野の重要な課題は、一方で、倫理学と
しての理論的諸問題、思想的な問題に取り組むと
同時に，他方で科学技術の倫理化を，実際上，ど
のように進めるかにかんする実践的な過程と手続
きの問題に取り組むことである」とあるが，今後
ともこの分野の発展に注目していきたい。
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